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●このたびは、お買い上げいただき、まことにありがとうございます。
●この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。
●ご使用の前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。
●この取扱説明書は、お使いになる方がいつでも見ることができるよう
　大切に保管してください。
●「保証書」は「お買い上げ日」「販売店名」の記入を必ず確かめ、販売
　店からお受け取りください。

この商品は、海外ではご使用になれません。 
FOR USE IN JAPAN ONLY
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●絶対に分解・修理・改造はしない
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●電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、束ねたりしない
●電源コードを高温部に近づけたり、重いものを乗せたり、挟み込んだり、加工したりしない

発火・ケガ・異常動作・感電の原因になります。

●前カバー、後カバーに布や紙、ビニール袋などをかけたり、ふさぐなどして運転しない
加熱、故障の原因になります。

●前カバー、後カバーのすき間からものや手を入れない
感電やケガの原因になります。

●ぬれた手でコードの抜き差しをしない
感電やケガの原因になります。

●スプレーをかけない（潤滑油、殺虫剤、ヘアスプレーなど）
故障の原因になります。

●灯油・ガソリン・シンナーなどの引火性のあるもの、火の気のあるもの、可燃性のもの
　のそばでは使わない
火災の原因になります。

●屋外では使用しない
故障の原因になります。

●異常を感じたら速やかに電源を切る
発煙・発火の原因になります。
すぐにACアダプターを抜き、お買い上げの販売店またはアイリスコールに修理を依頼してください。

●電源は交流100Vのコンセントを使う
動作不良・感電・発火の原因になります。

●本体やリモコンを水につけたり、水をかけたりしない
●水まわり、風呂場など湿気のある場所での使用は絶対にしない
ショート・感電・発火のおそれがあります。

電源コードが破損し、火災・感電の原因になります。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負うおそれがある内容を示してい
ます。

誤った取り扱いをすると、人がケガをしたり、
物的損害が発生するおそれがある内容を示
しています。

してはいけない「禁止」内容です。 しなければならない「強制」内容です。

ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。
ここに示したご注意は、お使いになる方や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためのもので、｢警告｣
「注意」の2つに分けて説明しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

安全上のご注意



●保護ネットをカバーに取り付けないでください
　カバーの中に吸い込まれることがあり、羽根の損傷やケガの原因になります。
●カーテンの近くや、洗濯物の下で使用しないでください
　カバーの中に吸い込まれることがあり、羽根の損傷やケガの原因になります。

●本体に強い衝撃を与えない
感電・故障・破損によるケガの原因になります。

●本体をひきずって移動させない
畳、床面などに傷がつくおそれがあります。

●風をストーブなどの燃焼器具に向けて使用しない
不完全燃焼や炎の飛散を引き起こし、故障や火災の原因になります。

●風の流れをさえぎるような場所で使用しない
●ホコリ・金属粉の多い場所で使用しない
故障・発煙・発火の原因になります。

●風を長時間身体にあてない
健康を害するおそれがあります。特にお休み中の乳幼児・お年寄り・病気の方には気をつけてください。

●リモコン送信部に傷をつけない
リモコンで操作できなくなるおそれがあります。

●長時間リモコンを使用しないときは、リモコンから電池を取り外す
電池が液もれするおそれがあります。

●ACアダプターを抜くときは、電源コードを持たずに先端のプラグを持って抜く
電源コードが断線し、発火・ショート・感電の原因になります。

●使用時以外は、ACアダプターをコンセントから抜く
絶縁劣化による漏電により、火災・感電の原因になります。

●本体は水平で安定した床の上に設置する
不安定な場所では転倒のおそれがあり、ケガや故障の原因になります。

●ACアダプターの刃および刃の取付面にホコリがついているときは、乾いた布でよくふき取る
湿気などで発火・絶縁不良の原因になります。

●必ず付属のACアダプターを使用する
火災・感電・故障の原因になります。

●ACアダプターはコンセントの奥まで確実に差し込む
発火・ショート・感電の原因になります。

●組み立てるときやお手入れのときは、ACアダプターをコンセントから抜く
感電によるケガの原因になります。

●羽根、カバー、ベースを取り付けずに運転しない
モーターが回転し、ケガの原因になります。

使用上のお願い
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■操作パネル

本体
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●操作ボタンの上部にはLEDランプがあり、設定した風量や時間に合わせて点灯します。
　切タイマーを設定した場合は、時間経過とともに点灯するLEDが切り替わり、残り時間の目安をお知らせします。

連続：風を一定の強さで運転します。
リズム：風量を自動で変えて運転します。（P9参照）
おやすみ：リズム運転を行いながら、徐々に風を弱く
　　　　  していきます。（P9参照）

各部の名称

ACアダプター

羽根

パイプ

スタンドポール

操作パネル

ベース

前カバー

リモコンスタンド

取っ手（背面）

後カバー

電源 入/切ボタン
電源の入・切を行います。

風量設定ボタン
6段階で風量を設定します。

モード切替ボタン
風のモードを切り替えます。

首振りボタン
左右の首振り運転を行います。
首振り運転を止めたいときは
もう一度このボタンを押して
ください。

切タイマーボタン
運転中に押すと、扇風機が止まる
までの時間を設定することがで
きます。
繰り返し押すことで、
30分→1時間→2時間→4時間→解除
と設定できます。



※ご使用前に電池の絶縁シートを引き抜いてください。
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■リモコン

リモコン操作距離について

リモコン使用上の注意をお読みになり正しくご使用ください。
●製品に最初から付属しているボタン電池はテスト用のため、新しい電池に比べて寿命が短い場合があります。
　リモコンが動作しにくくなった場合は新しい電池に交換してください。
●リモコンには衝撃を与えないでください。また、水に濡らしたり湿度の高いところに置かないでください。
●リモコンと本体の信号受信部との間に障害物があると、操作できないことがあります。
●電池が消耗すると、操作できる距離が徐々に短くなりますので、早めに新しい電池に交換してください。
●信号受信部に直射日光や強い照明が当たっていると、リモコンが動作しにくくなります。その際は本体や照明の
　向きを変えるなどしてみてください。
●蛍光灯などが近くにある場合、リモコンが動作しにくいことがあります。

●消耗した電池を入れたままにしておきますと、
　腐食によりリモコンを傷めることがあります。
●電池はボタン電池（CR2025）をご使用
　ください。

ボタン電池を入れる
リモコンの操作距離は、信号受信部に向けて使用した
場合で約4mです。

※ 表示の距離は目安となります。

リモコン裏面の電池フタを開け、      表示のとおりに
電池をセットしてください。

電源 入/切ボタン

モード切替ボタン

風量（大）ボタン

風量（小）ボタン

首振りボタン

切タイマーボタン

LEDボタン

信号受信部

約4m

本体操作パネルのLEDの
点灯/消灯を切り替えます。
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扇風機は分解して梱包してありますので、次の説明にしたがって正しく組み立ててください。梱包部品は、この扇風機を
収納するときに必要ですので梱包箱と共に保管してください。

本体の組み立て
ベースと本体スタンドを組み立てます。

①本体スタンド前方のツメを、ベース前方の穴に差し込みます。

● 組み立て前や羽根・カバーを付けずに、モーターを運転しないでください。
 ケガの原因になります。
● 組み立て前や組み立て中にACアダプターをコンセントに差し込まないでください。
　 ケガの原因になります。

②本体スタンド裏面のツメをベースに確実にはめ込んでください。

本体スタンドをベースから
取り外す時は、ベース裏面
のツメを内側に押し、本体
を取り外してください。

本体の取り外し

組み立ての前に

●前カバー、後カバーの中に羽根が梱包されています。前カバーをあけ、羽根を取り出してください。（P7参照）
●本体に、スピンナー、キャップ、締付けナットが取り付けられています。組み立て前に取り外してください。
①モーター軸を手で固定し、スピンナーを右方向（時計回り）に回して外します。
②モーター軸のキャップを外します。
③締付けナットを左方向（反時計回り）に回して外します。

前

前

後

＜前から見た図＞ ＜後ろから見た図＞

組み立てかた

前

後

警告

●モーター軸のキャップは捨て
   ずに保管してください。
　収納する際に再度使用します。

注意

6

前

後ツメ

本体スタンド 穴

ベース

ツメ

ツメ

ガイド溝

ベース

ベース

本体スタンド

モーター軸 ②キャップモーター部 ③締付けナット
左回し（反時計回り）

①スピンナー
右回し（時計回り）
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①前カバー上部の切り欠きを後カバーの凸部
　に合わせ、しっかりはめ込んでください。

②前カバーを押し、クリップが「カチッ」となる
　まではめ込み、固定してください。

後カバーのクリップ
○部左右2ケ所を押し、
前カバーを取り外して
ください。

4 前カバーを取り付ける

前カバーの外しかた

本体の凸部に後カバーの切り欠きを合わせて
取り付け、締付けナットでしっかり固定して
ください。

2 後カバーを取り付ける

3
①羽根の溝とモーター軸の回り止めピンが合う
　ようにして羽根を差込んでください。

②スピンナーを左に回して使用中にゆるまない
　ようにしっかり締付けてください。

羽根を取り付ける

カチッ

組み立てかた（つづき）

※収納するときは組み立てかたと反対の手順で分解してください。

●締付けナットで後カバーを取り付ける時は、
   締付けナットが使用中にゆるまないように
   しっかりと締付けてください。
　締付けが不十分ですと、カバーがぐらつき
   羽根と接触して羽根割れの原因となります。

クリップ（左右2ケ所）

左に回し締付ける

スピンナー

スピンナー

羽根

右に回し締付ける

後カバー 締付けナット

凸部

羽根

モーター軸

回り止めピン

溝
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■上下角度調節
本製品は手動での上下角度調節が可能です。
（調節時は「カチッ、カチッ」と音がします）
※無理な操作は、故障の原因となりますのでおやめください。

※左右の角度調節や首振り機能は手動では行えません。
　故障の原因となりますので、必ず首振りボタンをお使いください。

■高さ調節

●持ち運びする場合には、パイプを一番下に押し下
　げて固定して、取っ手を持って運んでください。
　転倒して破損の原因になります。

高さ調節ボタンを押してパイプを上または下にスライドし、
お好みの高さに調節します。

1 ACアダプターの電源プラグを、本体の接続部へ
差し込む

2 ACアダプターをコンセントへ差し込む

3 電源 入/切ボタンを押す 4 運転を終了する
押すたびに電源が「入」または「切」に切り替わります。 本体の電源 入/切ボタンを押します。

運転が停止します。羽根が完全に止まったら、
ACアダプターをコンセントから抜いてください。

使いかた
■運転のしかた

■左右首振り
首振りボタンを押すたびに左右首振り運転と停止が切り替わります。

高さ調節ボタン

パイプ

接続部

ベース

電源プラグ
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■リズム風について

■おやすみ風について
時間の経過とともにリズム風を弱くしていきます。（自動では止まりません）

自動で風速をゆるやかに変化させ、自然の風のような心地よい風を送ります。
風の変化の中で、羽根が停止することがありますが、故障ではありません。

風の変化は、設定した風量によってことなります。

リズム風、おやすみ風について

●ACアダプターをコンセントから抜いてからお手入れしてください。
●お手入れにシンナー、アルコール、ベンジン、アルカリ性洗剤、漂白剤などを使用しないで
　ください。変色、変形、変質、破損し、故障の原因になります。

■本体・ベース

お手入れのしかた

■前カバー・後カバー

■収納

1 前カバーを本体から取り外す（P7参照）

前カバーを本体に取り付ける

2 掃除機などでホコリを取りのぞく

3
掃除機

組み立てかた（P.6、P.7）と反対の手順で分解し、包装箱に収納して保管してください。

掃除機でこまめに、ホコリを
取りのぞいてください。
ホコリがたまると、モーター
の異常音や過熱の原因にな
ります。



幅350×奥行345×高さ825～10251.0 4

2
5
7
10
16
20

4
7
9
12
18
22

首振りなし 首振りあり
定格電圧 待機電力

（W）

AC100V
50Hz／60Hz

1
2
3
4
5
6

（W）

２
８
１９
２７
３２
４１
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※商品の仕様は予告なく変更することがあります。

仕様

長期使用製品について
ACアダプターを外して、ご購入の販売店

すぐにコンセントからAC
アダプターを外して、お買
い上げの販売店または本
書に記載のアイリスコール
にご相談ください。

または

10
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ご自分での分解・修理・改造はおやめください。

●お買い上げの販売店、またはアイリスコールにお問い合わせください。

使用中に異常が生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよくお読みのうえ、下記の点を確認してください。

考えられる原因

羽根は回転するが
運転中の音が異常に
大きい

自動で運転が停止した

電源 入/切ボタンを
押しても羽根が回転
しない

●ACアダプターをコンセントにしっかり差し
　込んでいない
●電源プラグを本体接続部にしっかり差し
　込んでいない

●ACアダプターをコンセントにしっ
　かりと差し込んでください。
●電源プラグを本体接続部にしっかり
　と接続してください。

●スピンナーでしっかりと取り付けられてい
　ない
●カバーが当たっている
●羽根の取り付けの向きが合っていない
●カバー類がしっかりと取り付けられていない

●カバーと羽根を本体から取り外し、
　改めて取り付けてください。

●切タイマーを設定している ●故障ではありません。

首振り運転時に動作音
がする

●首振り運転時に「カタカタ」「コトコト」と音がすることがありますが、首振り機構部
   特有の音で、異常ではありません。

故障かな?と思ったら

低8

保証とアフターサービス

お買い上げの際に、所定の事項が記入されている保証書を販売店より必ずお受け取りください。

お買い上げの販売店またはアイリスコールにお問い合わせください。

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。
無料修理保証期間中に故障が起きた場合は、保証書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

お買い上げの販売店にご相談ください。修理により製品の機能が維持できる場合には、ご要望により有料にて修理致します。
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